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鹿児島県日置市 

発　行／日置市役所 
　　　　総務企画部企画課 
〒８９９‐２５９２ 
日置市伊集院町郡一丁目100番地 

TEL 099（273）2111 
FAX 099（273）3063

東市来支所 
TEL 099（274）2111 

日吉支所 
TEL 099（292）2111 

吹上支所 
TEL 099（296）2111

№21 平成19年2月号 

市中央公民館で行われたミニ科
学の祭典。会場にはたくさんの子
ども達が集まり、15の実験コーナー
にチャレンジ。真剣に取り組む姿
はまるで小さな科学者のようでした。
（ミニ科学の祭典 Ｐ10関連記事）

今月の
表 紙

市の人口（住民基本台帳） 

市の面積  253.05椙

総人口 52,873人（△ 6） 

　　男 24,690人（　 7） 

　　女 28,183人（△13） 

世帯数 22,282（△25） 
2月1日現在（　）は前月比 

http://www.city.hioki.kagoshima.jp/

わ
が
地
域 

下
草
田
自
治
会（
吹
上
地
域
） 

地
域
一
体
と
な
っ
た
活
動
で
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り 

吹
上
地
域
永
吉
地
区
を
形
成
す

る
自
治
会
の
一
つ
で
、
国
道
二
七

〇
号
線
沿
い
に
位
置
す
る
下
草
田

自
治
会
。
平
成
十
九
年
二
月
現
在

で
七
十
七
世
帯
、
百
六
十
九
人
が

暮
ら
し
て
い
ま
す
。

集
落
は
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で

い
ま
す
が
、
住
民
の
融
和
と
親
睦

を
図
る
た
め
、
自
治
会
一
体
と
な
っ

た
活
動
に
取
り
組
み
、
明
る
く
住

み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

し
も

く
さ
　
た

 

編

集
た
い
む

「
い
き
い
き
人
」
で
紹
介
し
た
木
塲
さ
ん
。

本
の
読
み
聞
か
せ
を
通
じ
て
子
ど
も
達
と
ふ

れ
あ
い
、
心
に
残
る
作
品
の
提
供
と
子
ど
も

達
の
感
性
を
育
む
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

朝
の
本
読
み
会
を
取
材
さ
せ
て
も
ら
っ
た
時

に
は
、
木
塲
さ
ん
が
本
の
頁
を
め
く
る
た
び
、

子
ど
も
達
は
笑
っ
た
り
見
入
っ
た
り
。
い
ろ

ん
な
表
情
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
▼

市
で
は
日
置
市
ミ
ニ
科
学
の
祭
典
が
行
わ
れ
、

会
場
は
た
く
さ
ん
の
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
子
ど
も
達
は
十
五
の
科
学
実
験
を

前
に
「
な
ぜ
？
ど
う
し
て
？
」
と
不
思
議
そ

う
な
顔
を
し
な
が
ら
も
目
を
輝
か
せ
な
が
ら

チ
ャ
レ
ン
ジ
。「
空
中
で
回
転
す
る
コ
マ
」
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
磁
石
の
上
で
回
す
コ
マ
の
重
さ

や
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
、
何
回
失
敗
し

て
も
夢
中
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
姿
が

印
象
的
で
し
た
。
何
か
に
夢
中
に
な
っ
て
取

り
組
ん
だ
事
は
き
っ
と
子
ど
も
達
の
心
に
残

る
思
い
出
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

▼
心
に
残
る
思
い
出
は
、
こ
れ
か
ら
大
人
に

な
っ
て
い
く
子
ど
も
達
に
と
っ
て
将
来
の
夢

に
繋
が
っ
た
り
、
生
き
る
勇
気
を
与
え
て
く

れ
た
り
す
る
と
思
い
ま
す
。
ミ
ニ
科
学
の
祭

典
に
参
加
し
た
子
ど
も
達
の
中
か
ら
世
界
的

な
科
学
者
が
誕
生
す
る
か
も
し
れ
な
い
…
と

思
う
と
将
来
が
少
し
楽
し
み
で
す
。

○ま

主な記事
日置市住宅マスタープランを策定しました ・・・・ 2 
パブリックコメント手続・地区対抗女子駅伝 ・・・・・・・・・・・ 4 
日置市消防出初め式 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 
消防だより ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6 
まちの話題 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8 
市民の広場 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 18

▲ 左から畠中達男会長、捉重政博さん

▲ 出初式で行進する婦人防火クラブ

▲ 皆で作った筏で筏くだり ▲「青竹会」で地域の美化活動

自 
治
会
活
動
は
、運
営
委
員
、青
壮

年
部
、婦
人
部
、体
育
部
、親
子
会
、

産
業
部
を
中
心
に
、協
力
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。特
に
女
性
が
元
気
な

地
域
で
、婦
人
部
で
は
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
を
組
織
し
、旧
吹
上
町
の
消
防

出
初
式
へ
の
参
加
や
消
防
本
部
の
防

火
・
防
災
研
修
を
受
講
す
る
な
ど
、女

性
が
積
極
的
に
参
加
す
る
防
災
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、地
域

で
盛
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
で
は
、自
治
会
で
同
好

会
を
組
織
。市
と
し
て
合
併
し
て
か

ら
こ
れ
ま
で
に
二
回
開
催
さ
れ
て
い

る
日
置
市
婦
人
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
で
は
、団
体
・
個
人
と
も
二
年

連
続
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

竹
会
は
婦
人
部
が
主
催
す
る
地

域
内
の
美
化
活
動
や
災
害
の
未

然
防
止
活
動
を
行
う
組
織
。住
民
全

員
参
加
で
地
域
内
の
清
掃
や
枝
払
い
・

除
草
作
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。自

治
会
に
は
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
も

お
り
、沿
道
に
は
み
出
し
た
枝
を
払

う
な
ど
一
人
で
で
き
な
い
こ
と
も
あ

り
危
な
い
こ
と
か
ら
、自
治
会
全
体

で
協
力
し
あ
う
青
竹
会
の
清
掃
・
美

化
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

吉
地
区
の
イ
ベ
ン
ト「
永
吉
筏

下
り
」。青
壮
年
部
を
中
心
に
筏

づ
く
り
や
地
域
お
こ
し
の
標
語
作
成

等
を
共
同
作
業
で
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
、地
域
内
の
連
帯
感
や
親
睦
を
図
っ

て
い
ま
す
。

リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
か
ら
新
年

に
か
け
て
行
わ
れ
る
冬
の
風
物

詩「
冬
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」。青

壮
年
部
長
の
他
、地
域
の
有
志
に
よ
っ

て
平
成
八
年
か
ら
始
ま
っ
た
の
が
き
っ

か
け
で
、今
で
は
住
民
総
出
で
準
備

を
す
る
地
域
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
現
在
、自
治
会
の
合
併
や
集
落
営

農
、少
子
高
齢
化
な
ど
自
治
会
を
取

り
巻
く
問
題
は
山
積
み
。し
か
し
、地

域
の
活
性
化
、生
き
が
い
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
に
青
壮
年
部
を
中
心

に
力
を
入
れ
、誰
も
が
こ
こ
に
住
ん

で
良
か
っ
た
と
思
え
る
自
治
会
、明

る
く
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
」

青 永 ク 
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市
で
は
、
総
合
的
な
住
宅
政
策
の
指
針
と
し

て
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
二
十
八
年
度
ま
で
を

計
画
期
間
と
す
る
「
日
置
市
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
本
市
の
住
宅
政
策
の
指
針
と

な
る
も
の
で
あ
り
第
一
次
日
置
市
総
合
計
画
を

補
完
す
る
も
の
で
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
民
間

事
業
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
策
定
委
員
会
、
策
定
幹

事
会
等
を
経
て
策
定
し
た
も
の
で
す
。

本
市
の
住
宅
・
住
環
境
に
お
い
て
は
、
住
宅

の
老
朽
化
、
高
齢
化
、
人
口
流
出
、
空
家
の
増

加
等
の
課
題
が
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題

を
整
理
し
、
総
合
的
な
住
宅
政
策
の
基
本
方
針

を
定
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
国
や
県

の
住
宅
政
策
は
、
従
来
の
公
共
賃
貸
住
宅
の
供

給
を
中
心
と
し
た
住
宅
政
策
か
ら
、
そ
の
施
策

対
象
を
住
宅
市
場
全
般
に
広
げ
る
方
向
に
転
換

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
こ
の
よ

う
な
潮
流
を
踏
ま
え
、
豊
か
な
住
生
活
の
実
現

を
図
る
た
め
、
住
生
活
の
安
定
の
確
保
お
よ
び

向
上
の
促
進
に
つ
い
て
国
の
住
宅
政
策
の
基
本

方
向
を
示
す
新
た
な
法
制
と
し
て
施
行
さ
れ
た

「
住
生
活
基
本
法
」
に
基
づ
き
、
住
宅
施
策
の
総

合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
豊
か
さ
を
実
感
で

き
る
住
環
境
の
実
現
の
た
め
に
、「
美
し
い
自
然

輝
く
未
来

住
ん
で
み
た
い
安
心
で
安
全
な

ま
ち

日
置
市
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、
よ
り

幅
広
い
視
点
に
た
っ
た
住
宅
政
策
の
指
針
と
基

本
目
標
、
そ
し
て
施
策
展
開
の
基
本
的
方
向
等

を
総
合
的
か
つ
体
系
的
に
定
め
て
い
ま
す
。

本
市
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、人
口
の
定
住
を

促
進
す
る
住
宅
供
給
・
生
活
基
盤
の
整
備
が
大
き

な
役
割
を
占
め
、高
齢
化
の
進
行
に
対
し
て
も
良

質
な
住
宅
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
等
、十
分
な

対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、本
市
の

豊
か
な
自
然
・
歴
史
資
源
を
保
全
し
な
が
ら
、住

環
境
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
し
「
住
宅
・
住
環
境

の
改
善
、
少
子
・
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
、
定

住
促
進
、
自
然
環
境
と
の
共
生
、
ま
ち
づ
く
り

と
連
携
し
た
住
宅
・
宅
地
の
供
給
促
進
、
既
存

公
共
賃
貸
住
宅
の
ス
ト
ッ
ク
活
用
等
に
積
極
的

に
対
処
し
、
目
指
す
べ
き
住
生
活
像
を
実
現
す

る
た
め
、
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

本
計
画
の
実
現
・
展
開
に
は
市
民
・
民
間
事

業
者
・
行
政
お
よ
び
福
祉
関
連
団
体
等
と
の
連

携
や
協
力
・
支
援
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、「
豊
か
な
住
生
活
の
実
現
」
に
向
け
て
、

推
進
体
制
を
確
立
し
、
よ
り
よ
い
住
宅
・
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、

市
民
・
行
政
が
相
互
の
理
解
の
も
と
で
、
市
民

自
ら
が
主
体
の
住
ま
い
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
で
き
る
よ
う
に
、
そ
の
体
制
作
り
に
努

め
ま
す
。

〜
平
成
19
年
度
か
ら
28
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
〜 
日
置
市
　 

宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。 
日
置
市
　 

宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。 

策
定
の
背
景
と
目
的 

基
本
方
針 

計
画
実
現
に
向
け
て 

住 

日置市住宅マスタープラン ～住宅政策のフロー～
住宅・住環境の現況

・薩摩半島の中央部に位置する
・北東側および南東側山地から西側海岸
へ穏やかな傾斜状となり比較的平坦地
が多い
・がけ地近接等危険住宅移転事業により
355戸移転しているが、残り797戸の
危険住宅が存在する。また、川沿いには
浸水する可能性のある住宅が散在する。
・人口は変化が少なく、世帯数は増加傾
向
・若者（20代）の市外流出が多い
・高齢化の進行が近年顕著
・鹿児島市との移動人口が多い

１．日置市の現状

・老朽化の進行している公共賃
貸住宅の水準向上
・良質な民間住宅ストックの形
成
・良質な宅地の計画的な供給
・建築技能者の教育・育成

１．良質な住宅宅地ストックの整備

１．住んでみたい住宅
ストックの形成

２．住んでみたいまち
づくり

３．住宅市場の環境整
備

４．市民の居住の安定
確保

５．住生活を支える情
報提供

・高齢者向け住宅の整備・普及
・バリアフリー化の普及・整備促
進
・医療・保健・福祉との連携
・高齢者支援サービス等の充実

２．高齢社会等への対応

・台風等の災害に強い住宅・住環
境の整備
・住宅の耐久性等の性能向上策
の検討
・密集住宅地などの住環境整備
の推進
・がけ地住宅移転事業等の推進

３．安心安全の住宅・住環境の整備

・定住促進に資する住宅・住環境
整備
・定住促進のための魅力ある街
並み整備
・空家等の活用
・子育てしやすい住居環境の整
備
・情報化社会に対応した環境整
備

４．定住促進

・環境と調和した住宅等の整備
・地域適合型住宅の普及促進
・環境汚染や室内環境への配慮
・地域産材の活用

５．環境と共生する住宅・まちづくり

・建設後20年以上経過した木造住宅が
多い
・持家比率が高い
・１～２人の少人数世帯が増加
・高齢者は一戸建持家に１～２人で生活
している割合が高い
・下水処理の整備が遅れている

２．日置市の住宅

・伊集院地域の人口は増加傾向、東市来・
日吉・吹上地域は減少傾向
・東市来・伊集院地域の世帯数は増加傾向、
日吉・吹上地域は減少傾向（但し、東市
来地域は、過去５年では減少傾向）

３．地域別特性

・全戸数の47.6％と約半数が伊集院地
域に分布
・3DKタイプが６割以上
・建替え対象の住宅が全戸数の１/３を
占める
・水廻りが整備されていない住宅が多い

４．公共賃貸住宅の現況

・公共賃貸住宅の建替・改善が望まれて
いる
・空家・空き地の活用が望まれている
・交通網・住環境の整備が望まれている
・木造の公営住宅建設･建替えが望まれ
ている
・日吉地域への住宅供給が望まれている
・温泉付きや農地・菜園付きの住宅の建
設が望まれている

５．住民アンケート・ヒアリング結果

課題の整理 住宅供給計画 基本
理念

住 宅 政 策 の 基 本 方 針

基本目標

１）住宅の安心・安全確保
～快適で心地よい住
宅づくり～

１．住宅供給の基本方針
２．公共賃貸住宅必要建設戸数の推計
３．公共賃貸住宅の供給およびストック

計画実現に向けて

１．計画の推進体制整備
２．施策展開プログラム

地域別施策および重点施策の推進

１．地域別施策および重点施策の基本的な考え方
２．地域別施策の推進
３．重点施策の推進

２）持続可能で良質な住
宅の普及推進

５）コミュニティの形成・
育成に寄与する住まい・
住環境づくり

３）安心で安全な住環境
づくり

７）住宅流通の円滑化

８）セーフティネット機
能の向上

９）住生活情報提供体制
の整備

４）美しいまち・住まいづ
くり

６）地域再生に寄与する
住まい・住環境づくり

推 進 す べ き 施 策 メ ニ ュ ー

○住宅の耐震性の確保（新築・リフォーム）
○良好な室内環境の確保（シックハウス、アスベスト対策等）
○災害に強い安全な住宅の普及（外壁不燃化等）
○高齢者等の安心確保（高齢者向け公共賃貸住宅等）

○省エネ対策の推進（高断熱、ソーラーシステム設置等）
○環境共生住宅の建設推進（CASBEE評価等）
○住宅の長寿命化の推進（住宅性能表示制度等）
○住宅の適切な維持管理（公営住宅ストック総合活用計画等）

○密集市街地の解消（狭あい道路、オープンスペース等）
○危険住宅の移転（がけ地移転等）
○防犯対策の推進

○美しい景観づくりの推進（景観法の取り組み）
○まちづくり団体等への活動支援
○伝統を活かした木造住宅や優良田園住宅の建設推進

○少子高齢化に対応した様々な居住サービスの充実
○福祉・保健等と連携したネットワーク形成
○多世代が支え合う地域コミュニティづくり

○地域定住の推進（定住促進住宅・宅地整備等）
○空家、空き地の適切な管理および有効活用（借上げ住宅等）
○地域住宅産業の育成・活性化（工務店・地域産材等）
○地域住宅への定住優遇策検討

○住宅性能向上の推進（住宅性能表示制度等）
○既存住宅の流通促進
○ミスマッチの解消（住み替え支援施策の充実等）
○定期借家制度等の導入促進

○多様な住宅困窮者（低額所得者・高齢者等）への対応
○子育て支援型賃貸住宅の整備促進
○高齢者円滑入居賃貸住宅の普及促進

○広報活動（市ホームページ、広報紙、制度・技術講習会）
○住生活相談体制の充実（リフォーム、UIターン相談）

①民間活力の有効活用
・長寿命住宅の建設推進
・PFI的事業による住宅困窮者向け住宅の検討
・住替え支援策の充実
・民間住宅リフォームによる居住性の向上

４．住生活情報提供体制の整備

・市ホームページ等による空家・空地情報提供
・関連団体との連携による相談体制の確立

②安心居住サービスの提供
・近隣福祉ネットワーク等を活用した見守り活動
・高齢者向け優良賃貸住宅の普及推進
・高齢者・子育て世帯向け世代間交流団地の整備

③美しい景観づくりの推進
・景観形成の推進（表彰制度、景観協定、指針策定）
・伝統を活かした木造住宅・優良田園住宅の推進
・グリーンツーリズム等による都市・農山漁村交流

④地域適合型住宅の普及推進
・防風林と地域材（日置瓦等）の積極的な活用
・狭あい道路に面する外壁の不燃化
・景観に配慮した構造、色彩調和、敷地・沿道緑化

⑤公営住宅のストック総合活用計画策定
・建設計画戸数・建替団地統合化の検討
・個別改善、建替団地の検討（モデルプロジェクト）

「
美
し
い
自
然

輝
く
未
来

住
ん
で
み
た
い
安
心
で
安
全
な
ま
ち

日
置
市
」の
実
現
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一
月
七
日
、
県
消
防
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
市
と
し
て
二
回
目
と
な
る
消

防
出
初
式
が
行
わ
れ
、
消
防
団
員
や

消
防
本
部
職
員
な
ど
約
四
百
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

式
で
は
、
宮
路
市
長
が
「
災
害
や

火
災
か
ら
住
民
の
生
命
や
財
産
を
守

る
消
防
活
動
の
重
要
性
を
深
く
認
識

い
た
だ
き
な
が
ら
、
献
身
的
な
消
防

精
神
を
堅
持
し
て
ほ
し
い
」
と
激
励

す
る
と
、
門
松
昭
雄
消
防
団
長
が
「
地

域
住
民
の
信
頼
と
期
待
に
こ
た
え
る

た
め
に
一
層
努
力
し
た
い
」
と
今
年

一
年
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
長
年
消
防
団
活
動
に
功

績
の
あ
っ
た
団
員
の
表
彰
、
消
防
団

と
消
防
本
部
に
よ
る
規
律
訓
練
、
救

助
訓
練
、
放
水
演
習
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

各
種
表
彰
（
敬
称
略
）

略
称
（
東
）
＝
東
市
来
方
面
団

（
伊
）
＝
伊
集
院
方
面
団

（
日
）
＝
日
吉
方
面
団

（
吹
）
＝
吹
上
方
面
団

【
消
防
庁
長
官
永
年
勤
続
功
労
章
】 

玉
利
幸
治
（
伊
）
原
之
園
和
美
（
伊
）

【
日
本
消
防
協
会
精
績
章
】 

原
之
園
和
美
（
伊
）

【
日
本
消
防
協
会
30
年
勤
続
章
】 

元
吉
靖
郎
（
東
）
奥
誠
（
東
）

【
県
消
防
協
会
功
績
章
】 

奥
和
則
（
東
）
馬
場
口
知
治
（
東
）

田
淵
耕
作
（
東
）
内
田
博
昭
（
東
）

北
之
園
美
幸
（
伊
）
福
永
安
裕
（
伊
）

福
留
誠
（
伊
）
東
條
信
也
（
伊
）
當

寺
盛
洋
（
伊
）
中
園
進
（
伊
）
吉
永

勝
（
伊
）
有
村
俊
朗
（
伊
）
永
吉
治

美
（
伊
）
地
頭
江
繁
人
（
伊
）
久
保

勇
人
（
伊
）
東
清
剛
（
伊
）
加
治
木

俊
一
（
伊
）
馬
塲
利
和
（
伊
）
前
畑

正
廣
（
日
）
遠
矢
克
久
（
日
）
櫨
元

和
則
（
日
）
赤
増
徹
己
（
日
）
田
麥

雅
之
（
日
）
上
野
秀
則
（
日
）
平
田

清
彦
（
日
）
大
浦
坂
義
広
（
吹
）

【
県
消
防
協
会
精
績
章
】 

宇
田
昇
二
（
東
）
福
元
利
孝
（
伊
）

鶴
田
耕
人
（
伊
）
松
元
薫
（
伊
）
柿

内
良
次
（
伊
）
仮
屋
久
志
（
伊
）
有

村
公
一
（
伊
）
松
下
幹
夫
（
伊
）
今

中
誠
（
日
）
坂
中
正
幸
（
日
）
川
畑

哲
矢
（
日
）
加
藤
健
一
（
日
）
野
元

和
春
（
日
）
野
元
政
博
（
日
）
岩
井

田
睦
男
（
日
）
岩
城
修
（
吹
）
原
田

英
宣
（
吹
）
田
中
昌
一
（
吹
）
下
窪

幸
治
（
吹
）
秋
葉
幸
広
（
吹
）
坂
上

晃
一
（
吹
）

【
県
知
事
表
彰
40
年
勤
続
章
】 

北
山
幸
二
（
東
）

【
県
消
防
協
会
日
置
支
部
15
年
勤
続
章
】 

山
下
浩
二
（
伊
）
馬
籠
五
雄
（
伊
）

岩
増
保
浩
（
伊
）
児
島
大
志
郎
（
伊
）

吉
永
義
昭
（
伊
）
善
福
治
巳
（
伊
）

西
定
美
（
伊
）
上
荒
磯
公
一
（
伊
）

牧
之
内
幸
一
（
伊
）
古
垣
隆
之
（
日
）

檜
物
茂
広
（
日
）
畠
中
明
雄
（
日
）

松
下
光
二
（
吹
）
野
元
耕
二
（
吹
）

岡
元
正
一
（
吹
）

【
県
知
事
表
彰
10
年
勤
続
章
】
お
よ

び【
市
長
表
彰
10
年
勤
続
】 

恒
吉
晴
美
（
東
）
東
郷
芳
弘
（
東
）

東
浩
史
（
東
）
室
之
園
博
樹
（
東
）

平
松
博
幸
（
東
）
西
之
園
健
一
（
伊
）

遠
矢
和
広
（
伊
）
重
留
勝
（
伊
）
上

奥
健
治
（
伊
）
宮
脇
誠
（
日
）
原
口

正
悟
（
日
）
上
原
伸
一
（
日
）
満
尾

哲
行
（
日
）
廣
中
輝
樹
（
日
）
遠
矢

明
人
（
吹
）
池
田
日
道
（
吹
）
得
田

利
文
（
吹
）
福
田
誠
（
吹
）

【
感
謝
状
30
年
勤
続
者
内
助
の
功
】 

元
吉
ま
き
子
（
東
）
奥
民
子
（
東
）

【
感
謝
状
25
年
以
上
勤
続
退
団
者
】 

本
村
卓
朗
（
伊
）
竹
内
鉄
郎
（
日
）

有
上
孝
好
（
吹
）
切
口
四
男
（
吹
） ▲ 規律訓練

▲ 救助訓練

▲ 表彰を受ける元吉靖郎東市来方面団長

　
市
で
は
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
開
か
れ
た
市
政
推
進
の
一
環
と
し
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
を
導

入
し
ま
し
た
。 

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
と
は
、
市
の
基
本
的
な
政
策
や
制
度
を
定
め
る
計
画
や
条
例
な
ど
を
策
定
す
る

際
に
、
そ
の
案
を
公
表
し
、
そ
れ
に
対
す
る
市
民
な
ど
の
意
見
を
募
集
後
、
そ
の
意
見
等
を
考
慮
し
て
意
思
決

定
を
行
い
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
制
度
で
す
。 

　
こ
の
手
続
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
意
見
や
要
望
を
積
極
的
に
市
政
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、

透
明
で
開
か
れ
た
市
政
を
目
指
し
、
市
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
す
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

　
日
置
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
で
あ
る
『
地
理
的
特
性
と
歴
史
や
自
然
と
の
調
和
を
生
か
し
た
ふ
れ
あ

い
あ
ふ
れ
る
健
や
か
な
都
市
づ
く
り
』
を
推
進
す
る
た
め
、
ぜ
ひ
皆
様
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】企
画
課
広
報
統
計
係
 

（
内
線
　
1
2
6
2
） 

パブリックコメント手続の流れ 

○対象となる計画の案の作成 

○公表された案に対して意見を提出（市民等） 

○提出された意見を考慮して計画を決定 

○決定した計画の内容等を公表 

○計画の案を公表 
○広く市民から意見を募集（原則として30日以上） 

提出方法は、郵便、ファクシミリ、電子メール等による（実施機関が指定） 
住所、氏名、連絡先等を明記する 

公表するもの 
○必ず公表するもの 
・当該計画の案 
○その他の資料（公表に務める） 
・計画の案の概要 
・計画の案を作成した趣旨、
目的および背景 
・その他必要な事項 

公表方法 
○必ず行うもの 
・市ホームページに掲載 
・実施機関が指定する場所での閲覧 
○必要に応じ行うもの 
・市広報紙への掲載 
・お知らせ版による広報 
・報道機関への情報提供 

公表するもの 
・計画の内容 
・提出された意見の概要 
・当該意見に対する実施機関
の考え方等 

・計画の案を修正した場合は
修正の内容およびその理由 

公表方法 
・市ホームページに掲載 
・実施機関が指定する場所で
の閲覧 

第20回鹿児島県地区対抗 女子駅伝競走大会 女子駅伝競走大会 女子駅伝競走大会 女子駅伝競走大会 
１月28日隻早春の霧島市（国分・隼人）で、風もなくおだやかな気候の中、12地区対抗戦で女

性の熱き戦いが繰り広げられました。
日置チームは、１区茶園が区間トップの走りでタスキをつなぎ、２区までは流れに乗って好走し

ました。その後、順位に変動がありましたが、選手は全員全力をつくし、前年度より１つ順位を上
げ13年ぶりに第３位入賞を果たすことができました。
また、前年度タイムより１分24秒短縮し、１時間13分13秒でゴールしました。ご声援ありが

とうございました。

出走選手（敬称略） は新記録
1区　茶園美紗子（日置市伊集院町　鹿児島女子高等学校2年）区間1位 
2区　岡元　祐子（日置市東市来町　鹿児島国際大学2年）区間2位 
3区　松下真莉亜（いちき串木野市　市来中学校2年）　　区間11位 
4区　竹下　由乃（いちき串木野市　神村学園高等部3年）区間1位 
5区　里中　寿里（いちき串木野市　神村学園高等部1年）区間1位 
6区　今村　佑美（日置市伊集院町　鹿児島国際大学4年）区間7位 

新 

新 

消防 
出初式 

火災や災害から

住民の生命と財産を守る住民の生命と財 を守る住民の生命と財産を守る



　住宅用火災警報器の設置が義務
付けられています。 
　住宅用火災警報器を設置してい
たため、火災を早く知ることがで
きて、無事に避難できたという例
が多くなっています。 
　自分の命を守るために、早急に
住宅用火災警報器を設置すること
をお勧めします。 
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３月１日から１週間、全国一斉に春の火災予
防運動が実施されます。
不注意による火災が起こらないよう十分注意

してください。

平
成
十
八
年
十
一
月
、
東
市

来
支
所
内
に
あ
る
北
分
遣
所
に

水
を
１
・
５
ト
ン
積
載
し
た
タ

ン
ク
車
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

枯
草
火
災
等
の
初
期
に
は
水

利
に
着
く
こ
と
な
く
、
す
ぐ
に

放
水
で
き
ま
す
。

ま
た
、
救
急
現
場
に
使
用
す

る
資
器
材
も
積
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
機
会
に
消
防
業
務

の
知
識
、
技
術
の
向
上
を
図
り
、

住
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
に
積
極
的
に
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

3月1日～3月7日 
『消さないで あなたの心の 注意の火』 

ご存じですか？ 
住宅用火災警報器 
ご存じですか？ 
住宅用火災警報器 
ご存じですか？ 
住宅用火災警報器 
ご存じですか？ 
住宅用火災警報器 

春の全国火災予防
運動 

暖房器具の近くに洗濯物を干
さない !

寝タバコをしない !火遊びをさせない !

家の回りに燃えやすい物を置
かない !

火をつけたままコンロから離
れない !

平成18年中 

日置市の災害状況 

火災

��件

救急

�����件�����件

救助

��件

 
（事例）
午前５時30分ごろ、自営業の男性（69歳）方の１階から出火、４世代10人が同居する木造２階建

て住宅を全焼した。
この火災で、火元男性の妻、祖母、娘婿、孫２人の計５人が逃げ遅れて亡くなり、孫１人が火傷を負っ
た。

 
（事例）
午後９時50分ごろ、１人暮らしの女性（60歳）方から出火、木造２階建て住宅を全焼した。
火元の女性は足が不自由であったが、住宅用火災警報器の警報音で目が覚め、自宅の電話から119

番通報した後、自力で玄関まで移動して隣接住宅の家族によって救出された。

 
（事例）
70歳代の男性宅に男性２名が訪れ、「住宅用火災警報器がありません」「回覧が回っているはずだ」「そ
のうち消防署から点検に来る」と言って強引に台所の壁に警報器１個を設置し19,900円を請求したた
め、契約書にサインし請求金額を支払った。

住宅用火災警報器に関する情報は、最寄りの消防本部・消防署、各分遣所へお気軽にお尋ねください。

【お問い合わせ先】 日置市消防本部・消防署 ０９９－２７２－０１１９
北分遣所 ０９９－２７４－０１１９
南分遣所 ０９９－２９９－３０１９

●もう少し早く火災に気付いていたら 

●住宅用火災警報器のおかげで 

●悪質訪問販売に要注意!!

被害にあわないために、正しい情報と知識を身につけましょう。 
早期に、適正な値段、適正な方法で設置することも悪質訪問販売を防ぐ最良の
手段です。 
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「
命
の
尊
さ
」と「
生
き
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
」を
学
ぶ

い
の
ち
・
ふ
れ
あ
い
体
験
学
習

十
二
月
二
十
一
日
、
上
市
来
中
学
校
の
図
書
室
で
、
三
年

生
（
十
一
人
）
を
対
象
に
、
妊
娠
や
育
児
に
関
す
る
知
識
を

理
解
し
、
命
の
尊
さ
や
思
い
や
り
の
心
を
育
て
る
「
い
の
ち
・

ふ
れ
あ
い
体
験
学
習
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
徒
ら
は
、
保
健
師
か
ら
妊
娠
と
胎
児
の
発
育
に
つ
い
て

の
講
話
や
笹
川
智
子
さ
ん
、
西
田
玲
奈
さ
ん
、
留
盛
直
子
さ

ん
か
ら
妊
娠
体
験
談
を
聞
い
た
り
し
な
が
ら
、
生
ま
れ
て
き

た
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
、
い
の
ち
の
尊
さ
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
妊
婦
の
擬
似
体
験
を
し
た
鉾
之
原
智
亮
さ
ん
は
「
お

な
か
が
重
く
て
、
動
き
に
く
か
っ
た
。
家
族
に
妊
婦
が
い
た

ら
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲ 実際に赤ちゃんを抱いたり、妊婦さんのおなかをさわったりして「ふれあい体験」する生徒ら

「
妊
婦
の
疑
似
体
験
」を
す
る
鉾
之
原
智
亮
さ
ん

▲

ゆ
の
も
と
保
育
所
が
こ
の
ほ
ど
移
転
新
築
し
、
一
月

二
十
四
日
、
同
所
で
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

湯
之
元
第
一
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
も
の

で
、
鉄
骨
造
平
屋
建
て
の
延
べ
床
面
積
三
六
九
・
七
五

㎡
、
総
事
業
費
一
億
二
千
六
百
二
十
七
万
円
。
場
所
は
、

こ
れ
ま
で
の
湯
田
小
学
校
斜
め
前
か
ら
、
同
校
の
西
側

で
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線
に
沿
っ
た
約
二
百
㍍
の
と
こ
ろ
へ

移
転
し
ま
し
た
。

落
成
式
で
は
記
念
公
演
が
行
わ
れ
、
保
育
園
児
の
お

ゆ
う
ぎ
や
元
ゆ
の
も
と
保
育
所
長
の
町
田
房
雄
さ
ん
に

よ
る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

「
自
然
環
境
の
中
で
の
び
の
び
と
明
る
く
感
性
豊
か

な
子
ど
も
を
育
て
る
」
と
い
う
保
育
理
念
に
基
づ
き
、

地
域
の
児
童
福
祉
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲ 完成した園舎

ゆのもと保育所が保育所が
移転新築オープン移転新築オープン！

ゆのもと保育所が
移転新築オープン！

落
成
式
で
の「
園
児
お
ゆ
う

ぎ
披
露
」

▲

お
正
月
早
々
の
一
月
五
日
、
片
平

清
美
さ
ん
（
上
床
自
治
会
）
の
イ
チ

ゴ
農
園
で
、
観
光
イ
チ
ゴ
農
園
が
オ
ー

プ
ン
し
、
開
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

宮
路
高
光
市
長
や
今
年
の
三
月
で

廃
校
と
な
る
皆
田
小
学
校
の
児
童
ら

に
よ
っ
て
、
イ
チ
ゴ
の
形
を
し
た
ク

ス
玉
を
割
り
、
開
園
を
祝
い
ま
し
た
。

片
平
さ
ん
は｢

イ
チ
ゴ
観
光
農
園

は
今
年
で
十
三
年
目
で
す
。
病
害
虫

に
も
負
け
ず
順
調
に
苗
が
育
ち
、
安

心
・
安
全
な
イ
チ
ゴ
が
で
き
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
人
に
甘
い
イ
チ
ゴ
を
味

わ
っ
て
ほ
し
い
で
す｣

と
あ
い
さ
つ
。

児
童
ら
は
、
甘
い
香
り
に
包
ま
れ
た

ハ
ウ
ス
内
で
、
真
っ
赤
に
色
付
い
た

イ
チ
ゴ
を
思
い
思
い
に
摘
み
取
っ
て

い
ま
し
た
。

三
年
生
の
大
庭
直
哉
君
は｢

イ
チ

ゴ
が
大
き
く
、
甘
く
て
と
っ
て
も
お

い
し
か
っ
た
。
家
族
に
も
食
べ
さ
せ

た
い｣

と
、
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

◇
開
園
期
間
　
五
月
末
日
ま
で 

◇
開
園
時
間 

　
午
前
十
時
〜
午
後
五
時
ま
で 

◇
片
平
農
園 

　
牲
二
七
四
―
六
一
八
三 

イ
チ
ゴ
型
の
く
す
玉
を
割
っ
て
開
園
を
祝
う
片
平
さ
ん（
写
真
左
）ら

▲

▲ イチゴ摘みを楽しむ皆田小児童

イチゴ観光農園オープン！イチゴ観光農園オ プン！イチゴ観光農園オープン！

「１月５日」にちなみ「１月５日」にちなみ「１月５日」にちなみ「１月５日」にちなみ
イチ ゴ

「
ふ
る
さ
と
の
民
話
の
夕
べ
」

か
ご
っ
ま
弁
で
ふ
る
さ
と
の
民
話
を
楽
し
む
！▲ 輪になって「かごしまわらべうた」を歌う参加者 ▲ 町田さん（写真左）の語りに聞き入る参加者

十
二
月
二
十
二
日
、
東
市
来

図
書
館
で
、
ふ
る
さ
と
に
伝
わ

る
「
民
話
や
わ
ら
べ
う
た
」
を

か
ご
し
ま
弁
で
親
し
み
、
地
域

の
伝
承
文
化
を
再
認
識
し
よ
う

と
、
第
二
回
「
ふ
る
さ
と
の
民

話
の
夕
べ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。参

加
者
は
、
市
内
の
小
学
生

か
ら
大
人
ま
で
の
四
十
五
人
。

町
田
和
子
さ
ん
に
よ
る
民
話｢

前

田
利
右
ヱ
門
と
か
ら
い
も
」
の

語
り
や
福
宿
玲
子
さ
ん
に
よ
る

ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
「
弁

財
天
と
お
さ
ず
」
な
ど

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
市
社
会
教
育

指
導
員
外
島
順
之
助
先

生
の
指
導
の
も
と
、
参

加
者
全
員
が
輪
に
な
っ

て
「
か
ご
し
ま
の
わ
ら

べ
う
た
」
を
歌
う
な
ど
、

楽
し
い
夕
べ
を
過
ご
し

ま
し
た
。
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一
月
二
十
八
日
、「
日
置
市
ミ
ニ
科
学
の
祭

典
」
が
市
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、
会
場
に
は

親
子
連
れ
な
ど
約
八
百
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
平
成
十
七
年
か
ら
指
定
を
受
け
て

い
る
文
部
科
学
省
「
理
数
大
好
き
モ
デ
ル
地
域

事
業
」
の
一
環
で
、
市
内
小
中
学
校
・
市
教
育

委
員
会
・
鹿
児
島
市
立
科
学
館
・
県
立
博
物
館
・

鹿
児
島
大
学
な
ど
の
連
携
の
も
と
、
地
域
の
教

育
資
源
を
活
用
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
。

当
日
は
、
市
内
小
中
学
校
の
先
生
ら
が
、
磁

石
の
上
で
コ
マ
を
回
転
さ
せ
る
「
空
中
で
回
転

す
る
コ
マ
」
や
、
風
船
と
Ｃ
Ｄ
を
利
用
し
た
「
ホ

バ
ー
ク
ラ
フ
ト
を
作
ろ
う
」
な
ど
十
五
種
類
の

実
験
を
披
露
。
参
加
し
た
子
ど
も
達
は
、
各
コ
ー

ナ
ー
を
回
り
な
が
ら
驚
い
た
り
不
思
議
そ
う
に

見
つ
め
た
り
し
て
日
頃
体
験
で
き
な
い
科
学
実

験
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

二
月
三
日
、
伊
集
院
北
小
学
校
の

創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
が
同
校
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
校
は
、

昭
和
三
十
二
年
に
東
陽
小
・
共
進
小
・

美
山
小
の
野
田
地
区
を
統
合
し
創
設
。

当
時
は
新
校
舎
が
な
か
っ
た
た
め
、

東
陽
小
を
本
校
、
共
進
小
を
教
場
と

し
て
、
ま
た
野
田
地
区
の
児
童
は
美

山
小
へ
委
託
し
て
授
業
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

始
め
に
、
上
神
殿
棒
踊
り
保
存
会

に
よ
る
棒
踊
り
で
幕
開
け
。
式
典
で

は
、
学
校
長
式
辞
、
感
謝
状
贈
呈
、

祝
辞
の
後
、
児
童
を
代
表
し
て
六
年

生
の
山
田
竣
平
君
が
「
記
念
文
庫
や

記
念
テ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

僕
た
ち
が
六
十
歳
ぐ
ら
い
に
な
っ
た

五
十
年
後
も
�
そ
よ
か
ぜ
き
た
�
の

合
い
言
葉
が
受
け
継
が
れ
る
よ
う
に

し
た
い
で
す
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

式
典
後
、
家
庭
教
育
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
内
田
玲
子
さ
ん
を
講
師
に
、「
育

て
よ
う
、
子
ど
も
の
心
と
明
る
い
地

域
」
と
い
う
演
題
で
講
演
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

一
月
二
十
八
日
、
妙
円
寺
中
央
公

園
で
妙
円
寺
団
地
防
火
訓
練
・
守
り

隊
出
初
式
・
校
区
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
防
火
訓
練 

住
宅
の
密
集
し
て
い
る
団
地
で
日

ご
ろ
か
ら
防
火
意
識
を
高
め
、
初
期

消
火
の
知
識
と
技
術
を
習
得
し
、
万

一
の
災
害
発
生
に
備
え
よ
う
と
毎
年

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
訓
練
で
は
、
市

消
防
本
部
職
員
か
ら
火
災
等
に
関
す

る
講
話
と
消
火
器
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
参
加
者
は
実
際

に
消
火
器
を
使
用
し
て
消
火
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
消
防
団
中
央
分

団
妙
円
寺
部
に
よ
る
放
水
訓
練
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

■
守
り
隊
出
初
式 

「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、
自
分
た

ち
で
守
ろ
う
」
と
平
成
十
六
年
に
発

足
し
、
団
地
内
の
防
犯
、
安
全
確
保

を
支
え
て
い
る
「
守
り
隊
」。
防
火

訓
練
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
式
で
は
、

「
守
り
隊
」
の
帽
子
を
着
用
し
た
隊

員
が
、
防
犯
意
識
の
高
揚
を
図
る
た

め
「
エ
イ
エ
イ
オ
ー
」
と
掛
け
声
を

か
け
、
今
年
の
決
意
を
新
た
に
し
ま

し
た
。

■
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会 

ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
に
は
、
団
地
内

の
小
中
学
生
が
参
加
。
妙
円
寺
中
央

公
園
お
よ
び
団
地
周
回
コ
ー
ス
で
、

小
学
生
と
中
学
生
女
子
は
二
㎞
、
中

学
生
男
子
は
三
・
五
㎞
の
距
離
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

一
月
三
十
一
日
、
都
市
農
村
交
流

施
設
チ
ェ
ス
ト
館
の
イ
チ
ゴ
観
光
農

園
に
鹿
児
島
市
の
玉
里
善
き
牧
者
幼

稚
園
の
園
児
ら
約
六
十
人
が
訪
れ
、

イ
チ
ゴ
狩
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

園
児
ら
は
、
イ
チ
ゴ
の
甘
い
香
り

に
包
ま
れ
た
ハ
ウ
ス
内
で
、
赤
く
色

づ
い
た
イ
チ
ゴ
を
思
い
思
い
に
摘
ん

で
い
ま
し
た
。

昨
年
七
月
二
十
七
日
に
完
成
し
た

伊
集
院
総
合
運
動
公
園
内
チ
ェ
ス
ト

小
鶴
ド
ー
ム
の
看
板
除
幕
式
が
一
月

十
三
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
式
終
了
後
に
は
チ
ェ
ス
ト

小
鶴
ド
ー
ム
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

～わくわく、どきどき、楽しい実験がいっぱい～

〝
そ
よ
か
ぜ
き
た
〞創
立
五
十
周
年

宮
路
市
長
祝
辞

▲
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
る
山
田
竣
平
君

▲

北小創立
50周年
記念式典

チェスト館
イチゴ狩り

甘
〜
い
イ
チ
ゴ
を
ど
う
ぞ

チ
ェ
ス
ト
小
鶴
ド
ー
ム
看
板
除
幕
式

元
旦
の
早
朝
、
伊
集
院
総
合
運
動

公
園
で
初
日
と
と
も
に
走
ろ
う
が
行

わ
れ
、
参
加
者
は
運
動
公
園
内
を
周

回
す
る
コ
ー
ス
を
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー

ス
で
走
り
、
初
日
が
出
る
と
立
ち
止

ま
っ
た
り
、
今
年
一
年
の
健
康
を
祈
っ

た
り
し
て
い
ま
し
た
。

初
日
と
と
も
に
走
ろ
う

妙円寺
団 地

防火訓練
守り隊出初式
ジョギング大会

▲ 消火器を使用した消火訓練

恒例行事 団地のまとまり強く

守
り
隊
出
初
式

▲

校
区
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

▲
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市
た
ば
こ
振
興
会
日
吉
総
代
区

豊
作
を
願
っ
て
生
産
者
共
同
で
種
ま
き

葉
た
ば
こ
の
種
ま
き
が
一
月
十
一

日
、
日
置
市
た
ば
こ
振
興
会
日
吉
総

代
区
の
生
産
者
（
九
戸
）
や
下
田
平

日
吉
支
所
長
な
ど
関
係
者
約
三
十
人

が
参
加
し
、
生
産
者
所
有
の
育
苗
ハ

ウ
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

葉
た
ば
こ
の
種
は
、
一
粒
が
一
ミ

リ
㍍
も
な
い
ぐ
ら
い
と
て
も
小
さ
く
、

種
を
ま
く
際
に
は
判
り
や
す
い
よ
う

に
シ
ラ
ス
な
ど
が
混
ぜ
ら
れ
た
白
い

土
と
一
緒
に
苗
箱
に
て
い
ね
い
に
ま

い
て
い
き
ま
す
。

今
回
、
ハ
ウ
ス
内
に
準
備
さ
れ
た

苗
箱
の
底
に
は
、
電
熱
線
が
張
ら
れ

防
霜
と
発
芽
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
共
同
に
よ
る

種
ま
き
作
業
は
、
地
域
全
体
で
品
質

の
良
い
苗
を
作
る
こ
と
を
目
標
に
、

管
理
や
効
率
等
を
含
め
長
年
実
施
し

て
い
る
も
の
で
す
。
今
後
、
苗
が
順

調
に
成
長
し
三
月
に
は
植
付
け
さ
れ

六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
収
穫
さ
れ

ま
す
。

今
年
は
、
日
吉
地
域
で
栽
培
面
積

は
約
八
・
五
㌶
、
四
千
五
百
万
円
の

売
り
上
げ
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

！

陶
芸
や
生
け
花
な
ど
で
日
吉
文
化
を
体
験

米
国
・
大
学
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
来
日

ア
メ
リ
カ
・
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州

に
あ
る
州
立
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学

リ
バ
ー
フ
ォ
ー
ル
ズ
校
の
Ｕ
Ｗ
Ｒ
Ｆ

ダ
ン
ス
チ
ー
ム
（
総
数
三
十
八
人
）

の
十
二
人
が
、
狂
言
の
鑑
賞
や
日
本

舞
踊
の
習
得
体
験
、
伝
統
的
文
化
財

を
含
め
た
観
光
視
察
な
ど
、
日
本
の

伝
統
芸
能
や
文
化
遺
産
な
ど
を
学
ぶ

た
め
一
月
五
日
か
ら
十
四
日
ま
で
日

本
ツ
ア
ー
と
し
て
来
日
し
、
こ
の
期

間
中
の
二
日
間
を
日
吉
地
域
で
過
ご

し
ま
し
た
。

一
行
は
、
一
月
八
日
夕
方
長
崎
か

ら
せ
っ
ぺ
と
べ
ひ
よ
し
館
に
到
着
。

そ
の
夜
は
、
地
元
住
民
な
ど
ウ
ェ
ル

カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
で
ダ
ン
ス
チ
ー
ム

を
歓
迎
。
翌
日
は
、
日
吉
に
あ
る
薩

摩
焼
の
窯
元
「
日
置
南
州
窯
」
で
、

薩
摩
焼
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
学
ん

だ
後
、
手
ひ
ね
り
や
ろ
く
ろ
体
験
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
せ
っ
ぺ

と
べ
ひ
よ
し
館
に
戻
り
「
生
け
花
」

体
験
。
講
師
の
諏
訪
免
順
子
先
生
か

ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
孟
宗
竹
を

切
っ
て
作
っ
た
竹
筒
に
松
な
ど
を
使

い
お
正
月
飾
り
を
生
け
る
な
ど
、
日

吉
地
域
で
の
文
化
体
験
を
満
喫
し
ま

し
た
。

今
回
、
日
吉
地
域
に
滞
在
し
て
の

体
験
交
流
が
行
わ
れ
た
き
っ
か
け
は
、

こ
の
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
の
一
員
で
あ
る

久
保
奈
津
美
さ
ん
が
、
地
元
出
身
（
日

吉
町
日
置
）
と
い
う
こ
と
か
ら
実
現

し
た
も
の
で
、
久
保
さ
ん
は
一
人
で

通
訳
兼
ガ
イ
ド
役
と
し
て
、
忙
し
い

中
で
と
て
も
輝
い
て
い
ま
し
た
。

▲ 日本文化「生け花」を体験

▲ 日置南洲窯では薩摩焼の歴史について学びました

椿
剣
友
会

年
越
し
稽
古
で
気
持
ち
新
た
に

十
二
月
三
十
一
日
、
日
吉
中
学
校

体
育
館
に
お
い
て
、
地
元
剣
道
愛
好

家
で
つ
く
る
椿
剣
友
会
（
内
村
浩
樹

会
長
）
恒
例
の
年
末
年
越
し
稽
古
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

稽
古
は
、
午
後
十
一
時
か
ら
始
ま

り
、
小
・
中
学
生
や
高
校
・
大
学
生
、

一
般
ま
で
の
男
女
四
十
一
人
と
、
地

域
を
離
れ
正
月
休
み
で
帰
省
し
て
き

た
同
会
Ｏ
Ｂ
の
方
々
が
一
堂
に
会
し
、

気
合
の
入
っ
た
大
き
な
声
を
出
し
な

が
ら
練
習
に
打
ち
込
み
ま
し
た
。

新
年
が
明
け
、
午
前
一
時
稽
古
が

終
了
後
、
内
村
会
長
が
「
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
み
ん

な
と
新
し
い
年
を
元
気
な
姿
で
迎
え

ら
れ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
吉
利
北
区
出

身
で
教
士
七
段
の
二
石
政
彦
先
生
か

ら
は
子
ど
も
達
に
向
け
て
、
ご
自
身

の
体
験
談
を
交
え
て
「
目
標
を
持
っ

て
努
力
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
話
し

が
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
達
も
真
剣

に
先
生
の
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。最

後
は
、
子
ど
も
達
が
楽
し
み
な

食
事
。
保
護
者
が
準
備
し
た
ぜ
ん
ざ

い
を
お
い
し
そ
う
に
食
べ
、
体
を
温

め
て
年
越
し
稽
古
を
終
了
し
ま
し
た
。練

心
舘
日
置
地
区
支
部
道
場

春
風
を
突
き
刺
し「
エ
ィ
ー
」

全
日
本
少
林
寺
流
空
手
道
錬
心
舘

の
恒
例
行
事
に
な
っ
て
い
る
県
下
合

同
寒
げ
い
こ
が
一
月
八
日
、
鹿
児
島

市
の
磯
海
水
浴
場
で
行
わ
れ
、
日
置

地
区
支
部
道
場
に
通
う
門
下
生
約
四

十
人
も
参
加
し
ま
し
た
。

始
め
に
、
空
手
着
に
は
ち
ま
き
姿

の
門
下
生
た
ち
が
浜
辺
に
一
同
に
整

列
し
、
宗
家

保

巌
さ
ん
か
ら
「
空

手
道
で
培
っ
た
力
で
社
会
を
明
る
く

照
ら
し
、
世
界
の
人
々
に
平
和
を
も

た
ら
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
稽
古
が
始
ま
る
と
、
門
下
生

は
冷
た
い
潮
風
を
全
身
に
受
け
、「
エ
ィ
ー
」

と
気
合
を
入
れ
な
が
ら
基
本
の
突
き

や
蹴
り
を
く
り
だ
し
て
い
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
す
る
と
、
高
校
生
以
上
の

門
下
生
は
、
上
半
身
裸
で
冷
た
い
海

の
中
へ
入
り
、
水
し
ぶ
き
を
上
げ
な

が
ら
の
厳
し
い
稽
古
に
、
ひ
と
き
わ

大
き
な
気
合
を
入
れ
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

約
四
十
分
の
稽
古
の
後
は
、
保
護

者
が
準
備
し
た
と
ん
汁
な
ど
を
焚
き

火
を
囲
み
な
が
ら
食
べ
て
、
冷
え
た

体
を
温
め
て
い
ま
し
た
。

笠
ヶ
野
自
治
会

一
年
の
抱
負
を
胸
に
初
日
の
出
登
山

今
年
も
元
旦
早
朝
、
笠
ヶ
野
自
治
会

恒
例
の
初
日
の
出
登
山
が
実
施
さ
れ
、

飯
牟
礼
地
区
矢
筈
子
ど
も
会
な
ど
合
わ

せ
て
約
五
十
人
が
、
思
い
思
い
に
初
日

に
向
か
っ
て
一
年
の
抱
負
を
願
っ
て
い

ま
し
た
。
今
年
の
初
日
は
、
午
前
七
時

十
九
分
ご
ろ
に
出
た
あ
と
、
し
ば
ら
く

し
て
雲
の
中
へ
と
隠
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。初

日
の
出
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
目
指
し

た
の
は
、
伊
集
院
と
日
吉
と
の
境
に
位

置
す
る
矢
筈
岳
で
標
高
三
〇
二
・
九
㍍
。

桜
島
を
は
じ
め
大
隈
半
島
や
東
シ
ナ
海

な
ど
三
六
〇
度
見
渡
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。笠

ヶ
野
自
治
会
で
は
、
三
十
年
ぐ
ら

い
前
か
ら
矢
筈
岳
初
日
の
出
登
山
が
行

わ
れ
て
お
り
、
現
在
で
は
初
日
を
拝
ん

だ
後
の
イ
ベ
ン
ト
も
飯
牟
礼
地
区
の
方
々

と
一
緒
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
の
進
行
役
は
両
地
域
か
ら

毎
年
交
互
に
決
定
さ
れ
、
今
年
は
飯
牟

礼
地
区
か
ら
益
満
昭
人
さ
ん
が
進
行
し

ま
し
た
。
ま
ず
全
員
で
「
君
が
代
」
を

歌
い
、
続
い
て
一
年
の
抱
負
を
そ
れ
ぞ

れ
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
年
前

に
地
中
に
埋
め
て
お
い
た
焼
酎
で
新
年

を
祝
っ
て
い
ま
し
た
。

矢
筈
岳
山
頂
か
ら
初
日
を
拝
む（
左
に
見

え
る
山
は「
桜
島
」）

▲
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吹 上吹 上吹 上吹 上吹 上情報をお寄せください

全
国
の
子
ど
も
に
本
に
親
し
ん
で

も
ら
お
う
と
「
全
国
訪
問
お
は
な
し

隊
」
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
が
一
月
十

一
日
、
中
央
幼
稚
園
を
訪
れ
ま
し
た
。

車
両
は
五
五
〇
冊
の
絵
本
を
積
ん

だ
移
動
図
書
館
。
園
児
は
小
春
日
和

の
園
庭
で
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
を
何

度
も
行
き
来
し
な
が
ら
、
思
い
思
い

の
本
を
広
げ
て
は
歓
声
を
あ
げ
て
い

ま
し
た
。

教
室
で
は
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
絵

本
や
紙
芝
居
を
読
み
聞
か
せ
。
園
児

は
聞
き
漏
ら
す
ま
い
と
目
を
輝
か
せ
、

胸
を
躍
ら
せ
ま
し
た
。

伊
作
小
学
校
二
年
一
組
は
学
級
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
と
し
て
一
月
十
八
日
、
フ

リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
中
村
朋
美
さ

ん
を
講
師
に
、
親
子
で
「
声
の
表
情
」

を
学
び
ま
し
た
。

中
村
さ
ん
は
「
読
み
聞
か
せ
に
は

声
の
温
か
み
が
大
切
」「
感
情
を
込

め
る
に
は
、
多
様
な
体
験
も
必
要
」。

そ
の
基
本
と
な
る
発
声
や
読
書
の
正

し
い
姿
勢
を
親
子
で
練
習
し
ま
し
た
。

「
あ
い
さ
つ
の
声
に
も
表
情
が
あ

り
ま
す
。
感
情
豊
か
な
表
現
は
家
庭

か
ら
」
と
も
話
し
ま
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
や
電
子
ゲ
ー
ム
機
全
盛

の
今
こ
そ
、
感
情
の
通
い
合
う
読
み

聞
か
せ
が
大
切
で
す
。

読
み
聞
か
せ
を
プ
ロ
が
お
手
伝
い

中
央
幼
稚
園
と
伊
作
小
で

吹上高校で、進行性筋萎縮症のため車椅子
で生活しながらも、介護の仕事に従事してい
る川増良太さんを講師に１月24日、人権同和
教育講演会がありました。
「幼稚園のころ、自分の体は友達と違うと考
えるようになった」「小学校では歩ける友達が
うらやましく思った」と振り返る川増さん。「中
学に進むと友達が介助してくれた」と同時に「自
分から働きかけることも大切だと知った」と
話し「人には個性があることを胸に留めれば
偏見なく話せるはず」と訴えました。
生徒は、川増さんの力強い講話に、人として

の心のあり方を深く刻み込んだ様子でした。

四地区スポーツ少年団交流新春ソフトボー
ル大会が１月８日、吹上浜公園で開催され、
指宿や川辺地区などから 32チームが参加、
強い北風の中でどこよりも早い球春が訪れ、
各コートで熱戦が展開されました。
吹上女子チームの強化を目的のひとつに始

められた大会も今年で５年目。その節目を記
念して昨夏、全国制覇を成し遂げた神村学園
中等部女子ソフト部が公開練習を披露。始球
式は伊作ソフト少年団出身の中野花菜さんが
務め、場内を沸かせました。
吹上地域からは伊作、永吉両少年団が出場し、
強豪チームと互角の試合を繰り広げました。

「人」として生きることを学ぶ
吹上高校で人権教育講演会

どこよりも早く球春
四地区交流新春ソフトボール大会

平
成
十
九
年
産
葉
た
ば
こ
の
種
ま
き
が
一
月
十
一
日
、
中
田
尻
の
共
同

育
苗
施
設
で
あ
り
ま
し
た
。「
一
が
三
つ
並
ん
だ
験
の
い
い
日
」
に
、
耕
作

者
や
農
協
、
農
政
関
係
者
が
今
年
の
高
値
取
引
を
願
い
な
が
ら
、
整
然
と

並
ん
だ
お
よ
そ
七
百
箱
の
苗
箱
に
丹
念
に
種
を
ま
き
ま
し
た
。

昨
年
よ
り
一
戸
減
っ
た
生
産
農
家
九
戸
が
作
付
す
る
面
積
は
約
十
八
・

三
㌶
。
そ
れ
を
ま
か
な
う
種
は
わ
ず
か
一
〇
七
㌘
で
、
一
粒
は
土
の
粒
子

と
見
間
違
う
ほ
ど
小
さ
な
も
の
。
発
芽
し
た
苗
は
一
カ
月
ほ
ど
施
設
で
育

て
ら
れ
、
一
本
ず
つ
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
ポ
ッ
ト
苗
へ
と
移
さ
れ
、
植
え
付
け

を
待
ち
ま
す
。

昨
年
は
雨
の
多
い
不
安
定
な
気
象
で
日
照
不
足
と
な
り
、
不
本
意
な
結

果
と
な
り
ま
し
た
。「
今
年
は
市
長
さ
ん
も
来
て
く
れ
て
、
一
緒
に
ま
い
た

か
ら
き
っ
と
い
い
結
果
が
出
る
に
違
い
な
い
」
と
生
産
農
家
は
意
気
込
ん

で
い
ま
し
た
。

九
州
各
県
高
校
一
、
二
位
の
男
女

選
手
が
一
堂
に
会
す
る
、
九
州
地
区

ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
強
化
合
宿

大
会
が
一
月
四
日
か
ら
四
日
間
、
吹

上
浜
公
園
体
育
館
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
合
宿
大
会
は
、
平
成
十
七
年

に
開
催
さ
れ
た
九
州
選
抜
大
会
の
際
、

吹
上
町
施
設
利
用
促
進
協
会
に
よ
る

受
入
態
勢
が
評
価
さ
れ
実
現
し
た
も

の
で
す
。「
練
習
に
集
中
で
き
る
施

設
と
癒
せ
る
温
泉
が
魅
力
」
と
指
導

者
。「

来
季
も
こ
こ
で
」
と
、
予
約
が

あ
り
ま
し
た
。

験
の
い
い
日
に
高
値
を
願
い

げ
ん

九
州
の
強
豪
切
磋
琢
磨

葉
た
ば
こ
共
同
種
ま
き

九州地区
ジュニアバド
強化合宿大会

四
百
四
病
を
焼
き
尽
く
す
と
い
わ
れ
る
鬼
火
に
、
一

年
の
無
病
息
災
や
家
内
安
全
を
祈
る
鬼
火
た
き
が
一
月

七
日
か
ら
八
日
に
か
け
て
、
吹
上
地
域
内
各
所
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

七
日
が
強
風
の
た
め
、
順
延
さ
れ
た
上
和
田
自
治
会

で
は
、
川
沿
い
に
組
ま
れ
た
高
さ
十
八
㍍
ほ
ど
の
や
ぐ

ら
に
点
火
。
役
目
を
終
え
た
正
月
飾
り
も
ろ
と
も
燃
え

盛
る
炎
が
冬
空
を
焦
が
し
ま
し
た
（
写
真
）。

竹
が
激
し
く
は
じ
け
る
音
と
火
の
粉
は
災
厄
を
払
う

と
も
い
わ
れ
、
今
年
の
健
康
や
安
全
を
願
う
姿
が
み
ら

れ
ま
し
た
。
傍
ら
で
は
、
準
備
し
た
ぜ
ん
ざ
い
が
振
る

舞
わ
れ
、
お
き
火
で
焼
い
た
餅
と
と
も
に
舌
鼓
を
打
っ

て
い
ま
し
た
。

こ
の
鬼
火
た
き
は
、
毎
年
子
ど
も
会
育
成
会
が
主
催
、

青
壮
年
で
構
成
す
る
上
和
田
清
流
会
の
協
力
で
開
か
れ

て
い
ま
す
。

第
十
回
Ｆ
杯
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
が

一
月
二
十
一
日
、
吹
上
浜
公
園
体
育

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
市
内
外
か
ら
二
十
四
チ
ー

ム
が
出
場
。
リ
ン
ク
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

式
で
Ｆ
杯
を
競
い
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
は
10
分
ハ
ー
フ
。
攻
守

が
目
ま
ぐ
る
し
く
入
れ
替
わ
る
激
し

い
ゲ
ー
ム
展
開
で
、
好
試
合
が
続
出

し
ま
し
た
。
各
パ
ー
ト
の
優
勝
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
Ａ
パ
ー
ト
　FC

　saltar 

　
Ｂ
パ
ー
ト
　Trie 

＋ 

災
厄
飛
ば
す
火
の
粉
と
音

激
し
い
ゲ
ー
ム
展
開
で

好
試
合

各
所
で
鬼
火
た
き

Ｆ杯
フットサル
大会



（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

川
口

将
宗

秋
司

緑
ヶ
丘

安
田

琉
冴

千
尋

東
宮
内

宇
田

椿
沙

裕
史

南
湯
之
元

倉
園
美
々
佳

和
浩

窪
田

内
山

泰
智

育
美

西
本
町

����� �����	
�� ����� �����	
 ��

健康診断書発行を目的とした健康診断業務の廃止について 

市
文
化
会
館
で
一
月
十
四
日
、
平

成
十
八
年
度
日
置
市
介
護
予
防
・
健

康
づ
く
り
大
会
が
、
市
民
約
五
百
人

の
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
で
、
宮
路
市
長
が
「
大
会
を
通

じ
て
、
健
康
の
大
切
さ
を
再
確
認
し
、

介
護
予
防
と
健
康
づ
く
り
を
日
々
実

践
し
て
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
」

と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
本
市
に
お
け
る
健
康
実

態
調
査
の
中
間
報
告
や
介
護
保
険
の

状
況
に
つ
い
て
市
担
当
者
か
ら
説
明

が
あ
っ
た
後
、
各
地
域
で
自
主
的
に

健
康
づ
く
り
を
実
施
し
て
い
る
団
体

等
を
代
表
し
、「
食
生
活
改
善
推
進

員
活
動
紹
介
」
と
題
し
て
市
食
生
活

改
善
推
進
員
の
米
澤
洋
子
会
長
、「
い

き
い
き
サ
ロ
ン
と
地
域
づ
く
り
」
と

題
し
て
東
市
来
地
域
民
生
委
員
の
野

崎
楠
雄
さ
ん
、「
自
治
会
で
取
り
組

む
健
康
づ
く
り
活
動
」
と
題
し
て
吹

上
地
域
入
来
浜
自
治
会
の
宮
本
哲
哉

会
長
、「
市
介
護
予
防
『
い
つ
ま
で

も
元
気
教
室
』
に
参
加
し
て
」
と
題

し
て
伊
集
院
地
域
の
内
健
一
さ
ん
の

四
人
か
ら
、
活
動
の
様
子
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
発
表
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
記
念
講
演
で
は
、
鹿
児
島

女
子
短
期
大
学
教
授
の
久
永
繁
夫
先

生
に
よ
る
「
生
涯
現
役
で
豊
か
な
人

生
を
過
ご
す
た
め
の
地
域
づ
く
り
」

と
題
し
た
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
久
永
先
生
は
「
介
護
予
防

と
健
康
づ
く
り
は
、
地
域
の
み
ん
な

で
支
え
合
う
こ
と
が
重
要
」
と
話
さ

れ
、
参
加
者
は
地
域
づ
く
り
の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。

同
館
ロ
ビ
ー
で
は
、
食
生
活
改
善

推
進
員
、
運
動
普
及
推
進
員
、
保
健

推
進
員
の
各
活
動
状
況
の
掲
示
や
介

護
用
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
、
血
管
年
齢

判
定
や
足
指
力
計
測
器
に
よ
る
体
験

コ
ー
ナ
ー
、
健
康
・
介
護
に
つ
い
て

の
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
「
健
康
づ

く
り
コ
ー
ナ
ー
」
が
設
け
ら
れ
、
参

加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
展
示
資
料
を
見
入
っ

た
り
体
験
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

大
会
は
自
分
の
健
康
を
見
直
す
よ

い
機
会
と
な
り
、
多
く
の
人
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

生
涯
現
役
で
豊
か
な
人
生
を
過
ご
す
た
め
に

〜
若
い
頃
か
ら
地
域
で
取
り
組
む
介
護
予
防
と
健
康
づ
く
り
〜

▲ 運動普及推進員による健康体操

▲ 野崎さん

▲ 宮本さん

▲ 記念講演

▲ 展示コーナー

▲ 米沢さん

▲ 内さん

▲ 体験コーナー ▲ 相談コーナー

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

槍
原

百
合

忠
幸

中
央

中
玉
利

青

保

堀
内

江
口

友
陽

孝

中
央

留
盛
菜
々
美

浩
一
郎

田
代
西

今
田

菜
月

史
貴

田
之
湯

上
原

貴
幸

英
樹

田
代
西

吹
上
地
域 

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

黒
岩

怜
奈

健

熊
野

日
吉
地
域 

東
市
来
地
域 

東
市
来
地
域 

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

内
匠
屋

登

56

日
新

加
藤

三
男

84

柿
の
谷

末
吉

イ
キ

85

日
新

大
冨

榮
次

95

青
松
園

瀬
野

ミ
キ

95

青
松
園

田
中

稔

75

諏
訪

中
薗

勲

55

中
区

櫨
元

ミ
ネ

91

青
松
園

日
吉
地
域 

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

山
増

良
淳

80

下
中
之
里

福
永

エ
イ

96

下
中
之
里

東
條

捉
利

67

東
宮
内

寺
辻
フ
ヂ
エ

90

下
草
田

村
川

兼
武

78

上
与
倉

前
野

弘

83

入
来

竹
之
内
清
次

85

入
来

千
田
た
か
を

91

北
湯
之
元

吹
上
地
域 

伊
集
院
地
域 

伊
集
院
地
域 

このコーナーに掲載
を希望されない方は
手続きのときに、お
申し出ください。 

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

太
利

舷
汰

拓
也

瀬
戸
内

徳
留

叶
舵

和
也

妙
円
寺
９
区

内
田

菊
乃

淳
一

瀬
戸
内

外
園

陽
翔

佑
樹

大
田
上

中
島

広
太

俊
之

古
城

中
川

司
雲

敦
博

妙
円
寺
３
区

上
之
薗
美
衣

信
二

徳
重
東

柳
園

健
翔

慎
一

平
古

高
多

利
一

秀
幸

妙
円
寺
３
区

得
野

翔
太

秀
幸

瀬
戸
内

宮
下

晴
名

浩
対

中
福
良

吉
岡

綾
乃

紀
昭

徳
重
東

井
出
上
海
月

隆
暁

郡
内

上
谷
え
り
か

昌
平

徳
重
東

田
平

大
斗

翔

瀬
戸
内

岩
増

洸
樹

龍
太
郎

飯
牟
礼
上

岩
増

妃
香

龍
太
郎

飯
牟
礼
上

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

中
玉
利
キ
ク
ヱ

84

瀬
戸
内

田
実

實
男

70

徳
重
東

松
尾
フ
チ
ヱ

94

つ
つ
じ
ヶ
丘
２
・
３
区

米
丸

學

76

野
田
３
区

碇
谷

シ
ヅ

86

飯
牟
礼
下

溝
土

勉

75

郡
内

内

キ
ク
エ

90

中
神
殿

前
野

常
子

83

妙
円
寺
２
区

都

ト
メ

92

清
藤

立
野

エ
イ

86

野
田
２
区

桃
北
千
代
子

77

下
神
殿
２
区

坂
下

シ
ナ

92

四
郎
園

弓
削
ア
キ
ミ

98

猪
鹿
倉

門
松

和
子

78

中
央
通

宮
里

泰
爾

80

向
江
町

前
田

正
平

83

荒
瀬

上

正
宗

63

中
川

西
山

昭
子

65

古
城

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

新
川

勝

79

丸
牧

平
田

義
之

87

城
之
町
上

東
峯
チ
ミ
子

79

下
養
母

迫
田

昭
三

78

駅
前

福
田

ミ
ヨ

90

北
山

町
田
タ
マ
子

83

高
塚
東

有
川

昭
子

77

坂
之
上
下

田
淵

ミ
ヘ

83

美
山
下

小
重

ヒ
ロ

76

坂
之
上
下

松
村

優

76

杉
之
迫

山
田

温
巳

78

高
塚
西

あ
や

の

は
る

な

ひ
め

か

ゆ
う

ひ

こ
う

き
あ
お
い

げ
ん

た

き
く

の

は
る

と

こ
う

た

り

い
ち

つ

く
も

し
ょ
う
た

か

な

た

や

ま

と

み

ゅ

う

め

い

ゆ

り

な

る

な

な

み

１
月
受
付
分（
敬
称
略
）

１
月
受
付
分（
敬
称
略
）

み

み

か

ま
さ
む
ね

た
か
ゆ
き

り
ゅ
う
が

け
ん
し
ょ
う

れ
い

な

つ
ば

さ

た
い

ち

県の保健所において、一般の県民の方々を対象として実施していました健康診断書発行を目的とし

た健康診断業務については、平成19年３月31日限りで廃止します。

健康診断書の発行を目的とした健康診断は、公立病院や医療機関等で受診してください。

なお、県の保健所においては、県民の方々の健康を保持するための下記のような健康相談・検診業

務は引き続き実施します。

詳しくは、最寄りの県の保健所までお問い合わせください。

【お問い合わせ先】

○伊集院保健所 日置市伊集院町下谷口1960‐１ 牲099‐273‐3111

・エイズ相談、検査（HIV抗体検査） ・難病相談
・精神保健福祉相談 ・結核検診
・被爆者検診 ・歯科検診
・肝炎ウイルス検査（C型肝炎） ・業態者検便 など
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シリーズ

ひと いきいき

妙
円
寺
児
童
館
「
母
親
ク
ラ
ブ
」
内
で
組
織
す
る
「
本
読
み
会
ぷ
ち
」。
メ
ン
バ
ー
は
育
児
や

家
事
に
忙
し
い
お
母
さ
ん
方
十
八
人
。
木
塲
さ
ん
は
平
成
十
六
年
か
ら
そ
の
代
表
を
務
め
て
い

ま
す
。
現
在
は
主
に
妙
円
寺
小
学
校
の
全
学
年
を
対
象
に
月
三
回
（
朝
二
回
、
昼
一
回
）
の
本

読
み
会
を
開
催
。
本
読
み
会
は
当
日
参
加
で
き
る
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
分
か

れ
て
行
い
ま
す
。「
地
域
と
学
校
の
連
携
が
と
れ
て
い
る
の
で
、
学
校
で
の
本
読
み
会
活
動
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昼
の
本
読
み
会
で
は
、
昼
休
み
に
も
関
わ
ら
ず
子
ど
も
達
が
集

ま
っ
て
く
れ
ま
す
。
今
で
は
子
ど
も
達
か
ら
お
も
し
ろ
い
本
の
情
報
を
も
ら
っ
た
り
と
、
本
に

興
味
を
持
っ
て
く
れ
る
子
ど
も
が
増
え
て
き
ま
し
た
」

本
読
み
会
で
読
み
聞
か
せ
る
本
は
、
そ
の
季
節
に
あ
っ
た
も
の
、
絵
が
大
き
く
分
か
り
や
す

い
も
の
、
教
科
書
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
作
者
の
別
の
作
品
、
学
校
で
習
っ
て
い
る
こ
と
に
関

連
し
て
い
る
も
の
な
ど
を
考
慮
し
て
選
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
体
育
館
な
ど
の
広
い
場
所
で
大

勢
に
読
み
聞
か
せ
る
時
は
大
型
絵
本
を
使
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
毎
年
四
月
二
十
三
日
の
「
子

ど
も
読
書
の
日
」
に
は
、
小
学
校
の
体
育
館
で
縦
一
一
〇
㌢
×
横
八
〇
㌢
の
手
作
り
大
型
紙
芝

居
や
暗
く
し
た
部
屋
で
蛍
光
塗
料
を
塗
っ
た
絵
人
形
を
動
か
し
な
が
ら
お
話
を
す
る
ブ
ラ
ッ
ク

シ
ア
タ
ー
に
も
取
り
組
み
、
子
ど
も
達
に
楽
し
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

「
私
が
小
学
生
の
頃
、
親
に
読
ん
で
も
ら
っ
た
本
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
本
を
見
る
と

今
で
も
そ
の
頃
の
思
い
出
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。
こ
の
活
動
で
一
冊
で
も
多
く
の
本
を
読
み
聞

か
せ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
達
の
心
に
残
る
よ
う
に
で
き
た
ら
。
そ
し
て
、
こ
の
活
動
を
長
く
続

け
ら
れ
た
ら
い
い
で
す
ね
」

＆

ゆ
め
チャレンジ

『
大
好
き
！
考
古
学
』 

美
山
小
学
校
六
年
　
　
折
田
　
有
佳
里 

さ
ん 

東市来町長里 

お
り

た

　

ゆ

か

り

 

　昨年から公民館講座「押し花講座」を
受講。もともと花が好きで、押し花にも興
味があって始めたのがきっかけです。押
し花は、その花の種類によって押し方、加
工の仕方が違うので難しいですが、とて
も奥が深く講師や講座生にひとつひとつ
教わりながら取り組んでいます。今では
散歩がてら季節の草花を探しに行くこともしばしば。自分が
イメージしたとおりの作品に仕上がる時が一番嬉しいですね。
これからは押し花に必要な道具を少しずつ揃えて自分でい
ろいろな作品に挑戦していきたいです。 

竹下　恭子　（42歳） さ
ん 

「押し花アート」 

21

木塲 朱美
こ ば あけ み

さ
ん［39歳］ 

●平成16年「本読み会ぷち」代表 
　平成17年妙円寺児童館「母親クラブ」会長 

伊集院町妙円寺　（妙円寺二区自治会） 来年のＮＨＫ大河ドラマが、鹿児島と関係の深
い「天璋院篤姫」に決定しました。このドラマで、
重要な役として明治維新の功労者で薩摩藩家老の
小松帯刀（1835～1870）が取り上げられます。
帯刀は吉利（日吉地域南部）領主で、墓は吉利の
園林寺跡にあります。
小松家は1595年から続いた吉利の領主で、園

林寺跡は小松家の菩提寺です。明治の廃仏毀釈で
廃寺になりましたが、代々の領主やその家族の墓
が残っています。帯刀は、吉利の一般の人々と親
しく交わり、善政を行ったことから「小松家の名君」
と呼ばれたと伝えられています。
帯刀は早くからその実力を評価され重要な役職

を務めました。内政では大久保利通らとともに藩
の改革を行い、外交では公家や幕府、長州藩との
交渉に活躍しました。こうした業績が認められ、
28歳で家老に昇進しました。薩長同盟が京都の
帯刀の屋敷で行われたのは、帯刀の大きな役割を
あらわしています。明治政府でも重要な役職につ
きましたが、明治３年に病気で亡くなりました。
36歳の早すぎる死でした。

〈引用参考文献〉『日吉町郷土史　上巻』 

てん しょう いん あつ ひめ

おん りん じ

はい ぶつ き しゃく

小松帯刀の墓（日吉地域） 
た て  わ き  

本
庁
か
ら
車
で
20
分
、 

日
吉
支
所
か
ら
車
で
5
分
 

Access

･  

私
の
将
来
の
夢
は
、
考
古
学
を
学
ん
で
、
学
者

に
な
る
こ
と
で
す
。
考
古
学
と
は
、
大
昔
の
人
々

が
残
し
た
生
活
の
あ
と
や
物
を
調
べ
て
、
そ
の
こ

ろ
の
暮
ら
し
や
文
化
を
研
究
す
る
学
問
の
こ
と
で

す
。

私
は
、
三
年
生
ぐ
ら
い
の
と
き
か
ら
、
昔
の
人
の
暮
ら

し
や
文
化
に
と
て
も
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な

展
示
会
を
見
に
行
っ
て
い
ま
す
。
エ
ジ
プ
ト
展
や
ナ
ス
カ

展
な
ど
で
す
。
上
野
原
縄
文
の
森
に
行
っ
た
と
き
は
、
縄

文
人
が
食
べ
た
と
さ
れ
る
お
か
し
も
食
べ
ま
し
た
。
今
の

お
か
し
と
は
ち
が
い
、
味
が
と
て
も
う
す
い
の
に
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。

六
年
生
に
な
っ
て
、
学
校
で
歴
史
の
勉
強
が
始
ま
り
、

ま
す
ま
す
昔
の
こ
と
に
興
味
が
出
て
き
ま
し
た
。
自
分
の

目
で
見
た
り
体
験
し
た
り
す
る
と
、
昔
の
人
の
気
持
ち
や

現
在
と
の
ち
が
い
、
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
が
良
く
分
か
る

の
で
、
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
実
際
に
自

分
の
目
で
見
て
、
昔
の
生
活
や
文
化
な
ど
を
勉
強
し
て
い

く
こ
と
を
大
切
に
し
て
、
考
古
学
者
を
目
指
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
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はじめまして、ロクサナ・モンドラゴンです。アメリカの

シカゴから来ました。日本ははじめてです。アメリカの大学

で１年程日本語を勉強しました。でも日本語がまだ下手です。

私は伊集院地域のALTとして幼稚園と小・中学校で英語

を教えています。英語を教える仕事ははじめてです。

この地域で、大変親切でいつも快く私を助けて下さる先生

方と働くことができ、私はとても幸運だと思います。英語を

教えることは容易ではないと今回の経験を通して学びました。

しかし、私が教えている生徒のみんなは本当にすばらしく、彼らのおかげで私はこの仕事が楽しくてし

かたがありません。

ALTとして働く事はとても良い経験で、生徒のみなさんが私から英語を学ぶのと同じぐらい私もみな

さんからたくさんの事を学んでいます。市の方々も私を受け入れ、いろいろ教えて下さったり、本当に親

切にして下さいます。

ここで働き、日本の文化や人について学ぶ事をいつも楽しみにしています。

������ ��������� さん 

ロ ク サ ナ 　 モ ン ド ラ ゴ ン  

▲ 小松帯刀の墓（園林寺跡）




